
施行規則別記様式第 5  

道路占用  
許 可 申 請 

協   議 
書   

新

規 

更

新 

変

更 

（        号）  

年  月  日  
                     

令和   年   月   日  

道路管理者   宇部市長 様 

                    〒755-0000 

                    住所  株式会社 ○○ 
 
                    氏名  代表取締役 ○○ ○○ 

                         担当者 ○○ 

                          TEL  ○○-○○○○ 

                         E-mail ○○○＠○○○○ 

                
第32条 

第35条 

 
許可を申請 

協   議 

 

道路法 の規定により します。 

   

占用の目的 例）排水管の設置 

占用の場所 

路 線 名 市 道 ○○             線  車道・歩道・その他 

場 

所 
宇  部  市 常盤町一丁目○番○号        

占用物件 

名     称 規     模 数     量 

 

例）ヒューム管 

 

 

HPφ250 

 

L=3.0m 

占用の期間 

 
令和 ○ 年 ○月 ○日から 
                5年間 
令和 ○ 年 ３月３１日まで 
 

占用物件 
 

の 構 造 

 
例）ヒューム管φ200 

工事の時期 

 
令和   年   月   日から  
                  間 
令和  年  月  日まで 
 

工事実施 
 

の 方 法 

 
 
開削工法、推進工法等 

道 路 の 

復旧方法 

 

原形復旧 添付書類 

 

位置図、公図、平面図、復旧断面図、写真 

保安施設図、地下埋設協議書 

備 考 

※1 押印は、不要です。 

※2 担当者氏名、連絡先を記入してください。 

※3 占用する箇所を○で囲んでください。 

※4 占用の期間は許可日から5年以内です。有償占用物件の占用の期間は許可日から1年以内です。 

※5 工事の期間は実際の予定期間を記入してください。 

※6 位置図、公図は施工箇所が分かるように図示してください。写真は遠景、近景等で状況が分かるような写真と

してください。 
 

記載要領 

 

３．申請者が法人である場合には、「住所」の欄には主たる事業所の所在地、「氏名」の欄には名称及び代表者の氏名を記載するとともに、「担当者」の  

欄に所属・氏名を記載すること。  
 

４．「場所」の欄には、地番まで記載すること。占用が２以上の地番にわたる場合には、起点と終点を記載すること。  

  「車道・歩道・その他」については、該当するものを○で囲むこと。 
 

５．変更の許可申請にあっては、関係する欄の下部に変更後のものを記載し、上部に変更前のものを（ ）書きすること。 
 

６．「添付書類」の欄には、道路占用の場所、物件の構造等を明らかにした図面その他必要な書類を添付した場合に、その書類名を記載すること

1. 
「許可申請  

協    議」 、 

「第 32 条  

 第 35 条」 
及び 

「許可を申請 

 協   議」 
については、該当するものを○で囲むこと。  

2. 
新
規 

更
新 

変
更 

については、該当するものを○で囲み、更新、変更の場合には、従前の許可書または回答書の番号及び年月日を記載すること。 

※2 

※3 

※4 

※5 

※1 

※6 



様式第２号（第７条関係） 

 

道路占用料減免申請書 

 

   令和   年   月   日  

 

道路管理者 宇部市長 様  

 

住 所 宇部市○○ 

 

氏 名 株式会社 ○○ 

                 

                （担当者）○○ 

                （連絡先）℡(0836)○○－○○○○ 

 

 

下記のとおり道路占用料の減免を申請します。 

 

記 

 

占 用 場 所 

市道 ○○                  線 

宇部市常盤町一丁目○番○号 

占用物件 の 

名称及び数量 

 

 ヒューム管 φ200 L=3.0m 

減免を受けよ

うとする理由 

 

 家庭用排水管の設置のため 

                     （管理番号  －     ） 

※押印は不要です。 



交通誘導員

通行幅

横 断 図

作業幅

　○ｍ　○ｍ

※歩行者の通行幅は１.０ｍ以上確保すること

※車両の通行幅は２.５ｍ以上確保すること
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良質土

密粒度As13

（歩道は200） （歩道は200）

※白線等のラインを必ず復旧すること

※アスファルトの施工継目には防水等のため瀝青剤処理を行う

　こと

※残り幅1m以内に道路端部または舗装の切れ目がある場合には

　残り幅も含めて舗装復旧すること

　舗装も併せて復旧すること

※グリーンベルトがある場合にはグリーンベルト部の薄層カラー

※舗装構成については道路占用許可基準を参照すること
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